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報告書のポイント 

 

１ 高校生の冬山登山の意義 

  ○ 日本有数の山岳県として、年間を通じて自然と向き合い、自然を学び、自ら

考え判断や行動ができる「自立した登山者の育成」を図るという観点も大事。 

  ○ しかし、その際は、未成年であり、かつ技術力、経験、判断力等が不足する

高校生のために、安全確保の指針を策定し、関係者が遵守することが前提。 

 

２ 活動の原則について 

  ○ これまでと同様「高校生以下については、原則として冬山登山は行わない」

ことを基本としつつ、「山岳部等が行う場合には、県教委が定める指針を遵守

した上で実施する」として、遵守すべき活動上の留意事項を取りまとめた。 

  ○ 指針の対象となる活動範囲には、雪崩の危険性の高い「春山での活動」も含

め、「冬から春にかけて主に雪上で実施する活動」とすることが適当。 

 

３ 活動上の留意事項等 

  ○ 活動目的は「基礎的登山技術の習得の範囲内」とし、活動場所は「安全が確

保できると認められる場所に限定」すること。 

  ○ 無雪期の活動場所の状況や過去の雪崩の発生状況等を事前に調査すること。 

  ○ 事前に事故発生時を想定した「緊急時対応マニュアル」を作成すること。 

（参考とするマニュアル例を作成した） 

  ○ 可能な限り、ビーコン等を携帯すること。（装備品リストを作成した） 

  ○ 事前に保護者から参加の承諾を得ること。 

  ○ 登山計画書は、第三者（高体連登山専門部）の事前審査を受けること。 

  ○ 「慣れ」が最も危険であることを認識して行動すること。 

  ○ 引率者は、無線機、携帯電話等の通信機器を常に携帯すること。 

  ○ 高体連登山専門部は、山岳部等の活動結果を収集し、情報を蓄積して共有化

を図ることで、今後の各学校の活動に役立てる。 

  ○ 山岳部等の顧問の指導力向上に努めること。 

  ○ 必要に応じて、外部の専門家の活用を図ること。 

  ○ 参考として「雪崩発生に関する基本情報」を明示した。 

 

４ その他安全確保を図るための提言 

（１） 山岳部等の顧問の育成及び支援について 

○ 顧問の指導力向上を図るための研修の充実や参加しやすい仕組みづくり 

○ 学校教員が全てを担うには限界があり、外部の専門家の活用も検討する。 

（２）高校生の安全な冬山、春山登山を支援する取組について 

○ 指針の実効性を高めるため、教育委員会や山岳関係団体等に取り組んでい

ただきたい内容を提言した。 


